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みなみさんちの日常 7
た
ま
に
は

物
置
も
お
掃
除

し
な
い
と
ね
！

お
や
！

ば
あ
さ
ん

そ
れ
は…

懐
か
し
い

も
の
が

出
て
き
た

わ
ね

お
父
さ
ん
の

戦
争
中
の

写
真
や
手
紙
も

あ
る
な
ぁ

お
父
さ
ん
？

ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん

の
こ
と
？

そ
う
だ
よ

ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は

知
覧
飛
行
場
で

働
い
て
い
た
ん
だ
よ

そ
う
だ
っ
た
ん
だ…

会
い
た
い
の
ぉ

そ
う
な
ん
だ…

知
覧
飛
行
場
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
が

特
攻
で
飛
び
立
っ
て

行
っ
た
ん
だ
よ…

み
て
パ
パ
！

私
た
ち
の

若
い
頃
の
写
真
よ
！

私
昔
は
こ
ん
な
に

美
人
だ
っ
た
の
に
ぃ

今
度
み
ん
な
で

知
覧
特
攻
平
和
会
館

に
で
も
行
こ
う
か
の

そ
う
ね
！

色
々
勉
強
に

な
る
わ
ね

う
ん
！

マ
マ
は

今
で
も

変
わ
ら
ず
に

美
人
だ
よ

パ
パ…

知
覧
特
攻
平
和
会
館
は

今
年
で
35
周
年
だ
に
ゃ

　３年ぶりにかわなべ磨崖仏まつりが開催されます。
　今回から、川辺農業祭との合同開催となるため、「かわなべ磨崖仏
まつり」から「かわなべ磨崖仏まつり with 農業祭」へ名称が変わり
ました！
　メインイベントは、玉入れ合戦に加えて、芸能ステージ！
　今年の玉入れは、午前中の一発勝負！チームごとに異なるユニーク
な仮装と繰り広げられる熱戦をぜひご覧ください。
　午後の芸能ステージは、清水アキラ氏やいろは座の登壇が予定され
ています！
　そのほか、乗馬体験やフリーマーケット、ニュースポーツや自衛隊
ふれあいコーナー、お茶の試飲、牛串・おこわ販売など、楽しい企画
が多数用意されていますので、お楽しみに！
　ご家族ご友人と一緒に、ぜひお越しください。
※新型コロナウイルス感染症感染拡大の状況により、中止になる場合があり

ます。
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第 33回かわなべ磨崖仏まつりwith 農業祭開催 !

■日時＝令和４年 11 月 13 日 ( 日 )　午前８時 30 分～午後 4 時
■場所＝清水岩屋公園

［問］かわなべ磨崖仏まつり実行委員会（南九州市商工会川辺支所）
　　　☎０９９３－５６－０２４７

人 口 と 世 帯 数
令和４年 9 月 30 日現在

市の人口 対前月比

人口　32,825 人 － 43

・男　15,372 人 －２

・女　17,453 人 － 41
 世帯　16,349 世帯 －５

今月の表紙
未来に向けて
　知覧特攻平和会館では、地元知覧出
身の語り部が来館者に対して特攻の歴
史的背景、隊員の遺書や手紙の特色に
ついて講話を行い、いのち・平和のあ
りがたさを伝えています。展示の見学
に併せ、一度は聴いていただきたい内
容となっています。



　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
本
市
知
覧
の

木
佐
貫
原
の
台
地
に
は
、
本
土
最
南

端
の
陸
軍
特
攻
基
地
で
あ
る
知
覧
飛

行
場
が
置
か
れ
、
爆
装
し
た
飛
行
機

も
ろ
と
も
敵
艦
に
体
当
た
り
攻
撃
を

行
う
、「
特
別
攻
撃
隊
員
」
と
し
て

多
く
の
若
者
た
ち
が
沖
縄
に
向
け
出

撃
し
ま
し
た
。

　

知
覧
飛
行
場
の
歴
史
は
、
昭
和
16

年
12
月
の
大
刀
洗
陸
軍
飛
行
学
校
知

覧
分
教
所
の
開
設
に
始
ま
り
ま
す
。

当
初
、
航
空
要
員
の
養
成
の
た
め
建

設
さ
れ
た
飛
行
場
は
、
昭
和
20
年
春

以
降
、
戦
況
の
悪
化
に
よ
り
実
践
部

隊
が
駐
留
し
て
い
ま
し
た
。
終
戦
ま

で
に
陸
軍
沖
縄
戦
で
の
特
攻
戦
死
者

１
０
３
６
人
の
う
ち
、
約
半
数
に
あ

た
る
４
３
９
人
が
出
撃
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
開
館
か
ら
今
年
で
35
年

を
迎
え
た
知
覧
特
攻
平
和
会
館
の
こ

れ
ま
で
と
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

未
来
に
向
け
て
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昭
和
50
年
、
特
攻
戦
死
さ
れ
た
隊
員
の
当

時
の
真
の
姿
、
遺
品
、
記
録
を
後
世
に
残
し
、

恒
久
の
平
和
を
祈
念
す
る
こ
と
が
、
基
地
の

あ
っ
た
住
民
の
責
務
で
あ
る
と
信
じ
、
い

の
ち
の
尊
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
攻
遺
品
館

が
造
ら
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
る
遺
品
や

関
係
資
料
が
年
々
増
え
、
入
館
者
数
も
増

加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
昭
和
62
年
に
知
覧

飛
行
場
跡
地
の
一
角
に
現
在
の
知
覧
特
攻

平
和
会
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

展
示
室
や
収
蔵
庫
な
ど
を
増
設
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
語
り
部
に
よ

る
特
攻
隊
に
関
す
る
講
話
も
行
っ
て
お
り
、

開
館
か
ら
こ
れ
ま
で
２
千
万
人
を
超
え
る

方
に
入
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

知
覧
特
攻
平
和
会
館
の
あ
ゆ
み

　

1
万
６
千
点
を
超
え
る
収
蔵
資
料
の
内

容
は
、
遺
書
や
手
紙
な
ど
の
紙
資
料
の
ほ

か
、
寄
書
き
が
書
か
れ
た
日
の
丸
や
軍
服
な

ど
の
布
資
料
、
戦
闘
機
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
状
態
調
査
を
計

画
的
に
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

レ
プ
リ
カ
作
成
や
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
一
人
の
隊
員
に
焦
点
を
当
て
た

企
画
展
の
開
催
、
遺
書
や
手
紙
の
活
字
化

を
行
う
な
ど
入
館
者
に
よ
り
深
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、

調
査
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
紀
要
の
刊

行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

悲
惨
な
戦
争
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん

で
く
る
中
、
日
本
で
は
終
戦
か
ら
77
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
戦
争
体
験
者
も
少
な
く
な

り
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
、
ど
う
語
り

継
い
で
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
関
係
者
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
収
蔵
さ
れ
た
資
料

は
、
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
も
の
で
、
当
館
が
果
た
す
役
割
は
年
々

増
し
て
き
て
い
ま
す
。
本
市
は
７
月
に
国
立

文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
と
共
同

研
究
の
覚
書
を
締
結
し
、
戦
争
遺
跡
で
あ
る

給
水
塔
の
保
存
と
活
用
に
向
け
た
調
査
も

開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
な
が

ら
、
今
後
も
収
蔵
資
料
の
適
切
な
保
存
と
入

館
者
に
よ
り
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
展
示

を
心
掛
け
、
史
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
、
平
和

と
い
の
ち
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
に
向
け
て

昭和 57 年特攻遺品館改装

四式戦闘機「疾風」状態調査

館内説明を行う板津忠正初代事務局長
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私
は
、
令
和
2
年
4

月
か
ら
知
覧
特
攻
平
和

会
館
管
理
組
合
の
学
芸

員
と
し
て
勤
め
て
い
ま

す
。
中
学
生
の
こ
ろ
歴

史
の
授
業
や
父
の
影
響
で
日
本
史
の
面
白

さ
に
目
覚
め
、「
将
来
は
学
芸
員
に
な
り
た

い
」
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学

芸
員
に
な
る
夢
を
か
な
え
る
た
め
、
大
学
院

の
修
士
課
程
ま
で
進
学
し
、
日
本
近
代
史
を

深
く
学
び
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
知
識
を
生

か
し
て
日
々
の
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

学
芸
員
は
、
資
料
と
来
館
者
を
つ
な
ぐ
役

割
を
持
つ
職
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
来
館
者
の
皆
さ
ま
に
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
年
3
回
行
う

企
画
展
を
作
成
す
る
と
き
は
、
来
館
者
の
目

線
に
立
ち
、
分
か
り
や
す
い
表
現
を
心
掛
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
に
入
っ
て
か

ら
、
学
芸
員
の
業
務
と
し
て
「
後
世
ま
で
資

料
を
残
し
て
い
く
こ
と
」
の
重
要
性
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、

資
料
の
保
存
状
態
調
査
や
館
内
環
境
調
査
な

ど
、
資
料
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
道
な
作
業
で

す
が
、
長
い
期
間
を
か
け
て
調
査
結
果
を
収

集
す
る
こ
と
で
、
資
料
の
性
質
を
把
握
し
、

保
存
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
学
芸
員
と
し
て
は
新
米
の
私

で
す
が
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
特
攻
の

史
実
を
正
し
く
語
り
継
い
で
い
く
た
め
に
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
覧
特
攻
平
和
会
館

　
　
　
学
芸
員
　
羽
場
　
恵
理
子

「米国国立公文書館調査報告展
　　COMBATING　KAMIKAZE　―特攻作戦を分析した米軍―」

　昭和 20（1945）年３月 26 日から始まった沖縄での陸軍特
攻作戦は、当時沖縄戦に参加した米艦船によって記録され、
それを基に作成したと思われる対特攻作戦の映像が米国国
立公文書館に保存されています。本企画展では、知覧特攻平
和会館が入手した映像の分析を行い、「米軍視点から見た特
攻」を伝えるものとして紹介します。

会期：2022年11月3日（木）
　　　～2023年1月31日（火）
会場：知覧特攻平和会館　企画展示室

米国国立公文書館所蔵資料より

企画展の様子遺品室
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南九州市内の高校（川辺高校、薩南工業高校、頴娃高校）の学校紹介を３カ月連載します。
今回は、川辺高校の学校行事や部活動での活躍などを紹介します。

鹿児島県立川辺高等学校
なべこうだより

〒８９７-０２２１　鹿児島県南九州市川辺町田部田４１５０番地
TEL：0993-56-1151　FAX:0993-56-1152

なべ高には、楽しい行事が
たくさんあります!!

　１、２年生は平川動物公園、３年生はいおワールド鹿
児島水族館とマリンポートに行きました。１年生の中に
は、「友だちができるかな？」と心配しながら参加した生
徒もいたようですが、一緒に散策しているうちに、すっ
かり意気投合した様子でした。

　『軌跡～辺高が生んだＨｅｒｏ～』をテーマに、開催さ
れました。感染症予防のために、来校者の規制を行いな
がらでしたが、３年生や有志のステージ発表、１、２年
生の展示と趣向を凝らした作品ばかりで楽しく過ごすこ
とができました。

全国高校総合体育大会（四国総体）（８月13～15日）
演技３位入賞！　上牧　大佳さん（3年）
　　　　　　　　迫　莉々樺さん（3年）
個人５位入賞！　迫　莉々樺さん（3年）（共に川辺中出身）

第67回鹿児島県吹奏楽コンクール（７月25日）
　高校Aに出場！トランペットパートが「おりべ賞」受賞

学校ＨＰ 学校ブログ

ホームページやブログも
ぜひ、ご覧ください。

　晴天に恵まれ、第75回の体育祭が開催されました。人
数制限はありましたが、２年ぶりに保護者に来校してい
ただいた中で行うことができました。

池田彩花さん（3年）（枕崎中出身）

シリーズ 高校紹介 1



全国茶品評会産地賞３連覇！　県茶品評会産地賞５連覇！
農林水産大臣賞と W 受賞！！

　国内の茶産地が名誉と威信をかけた第 76 回全国茶品評会の審査会が京都府宇治市宇治茶会館で行われ、
品質が最も優れている産地に贈られる産地賞を昨年に続き３連覇しました。個人の部においても㈱枦川製茶
が最高賞の農林水産大臣賞に輝いたほか、１～４位まで本市の出品者が上位を独占し、出品されたすべてが
上位に入賞されました。さらに、令和４年度鹿児島県茶品評会普通煎茶の部で㈲折尾広志製茶が第１位の農
林水産大臣賞を受賞し、本市が 5 年連続の産地賞に輝きました。授賞式は全国が 11 月 19 日に京都府宇
治市で開催される全国お茶まつり式典、県が来年 2 月 22 日鹿児島市で開催される県茶業振興大会式典で
それぞれ執り行われます。今年は、全国と県併せて産地賞のＷ受賞に輝き、質・量兼ね備えた日本一の産地
をＰＲできました。入賞者は下記のとおりです。（敬称略）

被せ茶

普通煎茶 10㎏ 普通煎茶４㎏

３等　松山茶生産組合

３等　㈲前原製茶

普通煎茶
１等　農林水産大臣賞　㈲折尾広志製茶
　　　九州農政局長賞　（農）頴光茶業組合
　　　鹿児島県知事賞　大丸製茶　泊　啓一郎
　　　全国茶生産連会長賞　後岳茶業㈲　宮原俊朗
　　　県経済連会長賞　㈱製茶工房ちらみ
２等　南九州茶業㈱　㈲南薩茶業

１等　農林水産大臣賞　㈱枦川製茶
　　　農林水産省農産局長賞　㈲宮原光製茶　宮原健
　　　日本茶業中央会長賞　㈲下窪勲製茶　下窪健一郎
　　　全国茶生産団体連合会長賞　㈲下窪勲製茶　下窪和幸
２等　大隣岳茶生産組合　菊永茶生産組合　西垂水茶業㈲
　　　㈲前原製茶　松山茶生産組合
３等　㈲マルマサ製茶　㈲谷場かおり園

全
国
茶
品
評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

　
　
枦
川
克
可
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ま ち の 話 題

　

茶
園
面
積
を
１
０
０
０
ア
ー
ル

に
拡
大
し
、
国
内
外
へ
の
販
路
拡

大
に
よ
る
所
得
向
上
を
目
指
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

適
期
摘
採
を
見
極
め
る
難
し
さ

と
毎
年
、
お
茶
の
葉
の
感
触
が
違

う
の
で
、
茶
畑
の
管
理
状
況
、
品

種
を
見
極
め
製
造
す
る
難
し
さ
は

あ
り
ま
す
が
、
想
像
以
上
の
出
来

栄
え
の
お
茶
に
仕
上
が
っ
た
時
は

仲
間
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
え

る
面
白
さ
も
あ
り
ま
す
。
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
の
ゴ
ル
フ
や
子
ど
も
の
ス

ポ
ー
ツ
の
試
合
応
援
な
ど
、
仕
事

の
活
力
剤
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
76
回
全
国
茶
品

評
会
に
お
い
て
、
栄
え
あ
る
一
等

一
席
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

で
き
ま
し
た
こ
と
を
家
族
、
関
係

者
一
同
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
同
時
に
仲
間
達
全
員
が
入

賞
し
、
南
九
州
市
が
３
年
連
続
の

産
地
賞
を
受
賞
で
き
二
重
の
喜
び

と
な
り
ま
し
た
。
祖
父
、
父
に
続

き
三
代
に
わ
た
り
第
74
回
に
続
く

６
度
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
知
覧
銘
茶
研

究
会
の
仲
間
や
地
域
の
皆
さ
ま
、

各
茶
業
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
全

面
的
な
応
援
体
制
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
気
温
上
昇
に
よ
り
芽

伸
び
が
予
想
以
上
に
早
く
、
思
っ

た
時
期
に
摘
め
ず
審
査
ま
で
不
安

の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
審
査

結
果
を
聞
い
た
時
に
は
喜
び
よ
り

も
驚
き
が
大
き
く
、
日
頃
の
茶
園

管
理
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
今
年
予
定
し
て
い
ま
す
知

覧
銘
茶
研
究
会
50
周
年
記
念
式
典

に
華
を
添
え
る
こ
と
が
出
来
喜
び

も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
受
賞
に
恥
じ

な
い
よ
う
一
層
の
努
力
精
進
を
重

ね
、
地
域
茶
業
振
興
の
発
展
と
「
知

覧
茶
」
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
飛

躍
を
願
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
の
夢
や
目
標
、
方
向
性
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
日
々
の
取
り
組
み
の
中
で
苦
労
し

て
い
る
こ
と
や
新
し
い
発
見
、
楽
し

い
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
賞
し
て
の
気
持
ち
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

農林水産大臣賞を受賞した㈱枦川製茶の皆さん

全国茶品評会

鹿児島県茶品評会
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　９月10日、中福良小学校にてソラヨイが行われま
した。
　ソラヨイは国の重要無形民俗文化財の一つで、知
覧の中部地区に伝わる十五夜行事です。今年は満月
の下、笠と腰蓑を付けた子どもたちが元気よく歌いな
がら登場、収穫への感謝と豊作を祝う踊りを披露し
ました。
　集まった地域の皆さんもその様子を楽しそうに見
つめながら、子どもたちに拍手を送っていました。

　９月１日、市役所において全国市区選管連合会表
彰および鹿児島県選管連合会表彰の伝達式が行わ
れ、市長から吉永正博委員（全国市区選管連合会表
彰）、門園博德委員長（鹿児島県選管連合会表彰）
へそれぞれ表彰状が伝達されました。この表彰は、
吉永委員が７年以上、門園委員長が１０年以上（委
員時を含む）の長年にわたり、市選挙管理委員会委
員および委員長の職を務め、選挙の管理執行などの
功績が顕著であったことが認められたものです。

　９月21日、道の駅川辺やすらぎの郷において「南
九州市名物丼コンテスト表彰式」が行われました。
　コンテストは「牛肉部門」と「その他肉部門」の
２部門で行われ、参加事業者は工夫を凝らし南九州
市の魅力を詰め込んだ名物丼を披露しました。
　みなコレ名物丼は10月から各店
舗またはテイクアウトで販売されて
います。
　詳しくは市ホームページをご覧く
ださい。

　９月23日～25日に、燃ゆる感動かごしま国体ソ
フトボール競技リハーサル大会（第74回全日本総合
女子ソフトボール選手権大会）が開催されました。
　東京オリンピックで活躍した選手も参加する中、
一流のプレーに多くの観客が魅了されました。
　来年10月には、かごしま国体が開催され、本市で
もソフトボール競技が行われます。
　引き続き、かごしま国体・かごしま大会の成功に
向けて、市民の皆さんのご協力・ご支援をお願いい
たします。

一流のプレーを堪能新たな名物グルメ「みなコレ名物丼」
～南九州市名物丼コンテスト表彰式～ ～燃ゆる感動かごしま国体リハーサル大会～

収獲への感謝と豊作を願って
～中福良自治会の十五夜ソラヨイ～

吉永正博さん、　門園博德さん
～全国市区および鹿児島県選管連合会表彰～

ま ち の 話 題
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　9月22日、知覧平和公園内にある複合施設「379 
WORK　TERMINAL　PACBO」でテレワーク入門
セミナーが開催されました。
　このセミナーでは、テレワークに興味がある市民
を対象に、空き時間を活かして、誰でも収入アップ
が図れる手段として注目を浴びているテレワークの
説明がなされました。
　今後は実践講座を開催してテレワーク人材育成を
行い、都市部の仕事を市民が自宅などでできるよう
にしていきます。

　9月1日、道路愛護に功績のあった団体をたたえる伝
達式が南薩地域振興局で行われ、道路愛護知事表彰を
松久保自治会（前列右から2番目）が授賞しました。式
では、竹内文紀南薩地域振興局長より表彰状が授与さ
れ、「皆さまの活動は地域の交通安全にも貢献しており、
感謝します」と祝辞。また、市長から「自治会員数が
減少する中において、地域の道路美化活動を長きにわ
たり積極的に実施いただいている」と、感謝とねぎらい
の言葉を贈りました。松久保秀美自治会長は、「自治会
の皆さまに授賞の報告を行いたい」と話されました。

　秋の全国交通安全週間初日である９月21日、浮辺
小の６年生３人が１日警察署長に委嘱されました。
　１日警察署長らの決意表明後、白バイとパトカー
を先頭に学校を出発し、浮辺交差点へ向かいました。
交差点では全校児童と南九州署の署員で交通安全
街頭キャンペーンを行いました。児童一人一人、赤信
号で止まった車のドライバーへ「安全運転をよろしく
お願いします」と声を掛けながら手紙と知覧茶の入っ
た啓発品を手渡しました。

　９月25日、来年３月に閉校となる浮辺小学校で、
地区と合同による最後の運動会が開催されました。
　爽やかな秋晴れの下、綱引きや紅白全員リレーな
ど全17種目の競技が行われ、全校児童12人の元気
はつらつとした姿に、会場からはたくさんの声援や拍
手が送られました。また、保護者や地域の皆さんも
一緒になって一発大逆転（玉入れ）などの競技を楽
しみ、最後まで笑顔があふれ、大いに盛り上がった
運動会となりました。

みんなで全力尽くした運動会！１日警察署長に就任
～秋の全国交通安全運動～ ～浮辺小学校閉校記念合同運動会～

テレワーク入門セミナーを開催
～場所を選ばない自由で新しい働き方への挑戦～

受賞おめでとうございます！
～「道路愛護優良団体表彰」伝達式～
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■
日
時
＝
11
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
6
日
は
午
後

3
時
ま
で
）

■
場
所
＝
知
覧
平
和
公
園
自
由
広
場

■
料
金
＝
入
場
無
料

※
全
国
各
地
の
紅
茶
飲
み
比
べ
に
は
チ

ケ
ッ
ト
（
カ
ッ
プ
）
が
必
要
で
す
。

［
問
］ 

全
国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
in
南
九
州

市
実
行
委
員
会
（ 

薩
摩
英
国
館
内
）

　
☎
０
９
９
３
ー
83－

３
９
６
３

武
家
屋
敷
に
幽
玄
の
灯
り

南
九
州
市
あ
か
り
の
道
標

　
～
ち
ら
ん
灯
彩
路
～

第
20
回
全
国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト

in
南
九
州
市

『Satsum
a Tea Fes

』開
催
！

　
全
国
各
地
の
紅
茶
の
飲
み
比
べ
が
楽
し

め
る
全
国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
が
南
九
州
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
で
は
紅
茶
の
飲
み
比
べ
の
ほ
か
、

講
演
会
や
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
蒔
絵
体
験
な

ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

催　
し

知
覧
文
化
祭
・
川
辺
文
化
祭
開
催

　
南
九
州
市
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

○
展
示
発
表

■
日
時
＝
11
月
２
日(
水)

・３
日(

木・祝)

■
場
所
＝
知
覧
体
育
館
・
川
辺
文
化
会
館

○
舞
台
発
表

■
日
時
＝
11
月
３
日(

木
・
祝)

　
　
　
　
知
覧
：
午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　
川
辺
：
午
前
10
時
～

■
場
所
＝
知
覧
・
川
辺
文
化
会
館

［
問
］
川 

社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

　
知
覧
武
家
屋
敷

庭
園
を
中
心
に
、

数
多
の
竹
灯
籠
や

紙
灯
籠
が
幻
想
的

な
夜
を
演
出
し
ま

す
。
普
段
夜
は
入

園
で
き
な
い
武
家

屋
敷
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
ご
覧
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
静
寂
な
夜
に

灯
り
の
揺
ら
ぎ
と
と
も
に
体
感
す
る
庭
園

は
、
と
て
も
幽
玄
な
雰
囲
気
で
す
。

　
ご
家
族
ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
12
日(

土)

　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

■
場
所
＝
知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
一
帯

■
入
園
料
＝
無
料
（
午
前
9
時
～
午
後
５

時
は
通
常
通
り
入
園
料
が
必
要
で
す
）

［
問
］ 

ち
ら
ん
灯
彩
路
実
行
委
員
会
事
務

局
（ 

知 

商
工
観
光
課
内
）

「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
学
ぶ

防
災
講
演
会
の
開
催

　
宮
城
県
気
仙
沼
市
よ
り
講
師
を
招
い
て

「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
学
ぶ
防
災
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
津
波
か
ら
「
い

の
ち
」
と
「
な
り
わ
い
」
を
守
る
た
め
に

何
を
す
る
べ
き
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時
＝
11
月
26
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所
＝
頴
娃
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

■
定
員
＝
３
０
０
人
（
当
日
は
入
場
券
が

必
要
で
す
）

※
入
場
券
は
、
商
工
観
光
課
、
頴
娃
・
川

辺
支
所
地
域
振
興
係
、
各
地
区
公
民
館

に
て
配
布
中
で
す
。

●
入
場
券
は
、
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
。

■
内
容
＝

◎
第
１
部
（
講
演
）

　
「
過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
見
つ
め
て
」

　
菅
原
文
子
氏
（
す
が
わ
ら
酒
店
店
主
）

◎
第
２
部（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　
「
津
波
！
そ
の
時
ど
う
す
る
？
」

　
パ
ネ
リ
ス
ト　
吉
田
三
喜
男
氏

　
　
　
　
　
　
　
川
村
英
也
氏

［
問
］ 

南
九
州
市
水
産
振
興
会
事
務
局

　
（ 

知 

商
工
観
光
課
内
）

市
民
健
康
づ
く
り
講
演
会

『
子
ど
も
へ
の
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
』

　
う
つ
病
や
子
ど
も
の
心
身
症
、不
登
校
、

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
な
ど
を
専
門
と

し
た
医
師
を
お
招
き
し
、
子
ど
も
へ
の
メ

デ
ィ
ア
の
影
響
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
乳
幼
児
期
か
ら
学
童
期
ま
で
、
各
時
期

の
影
響
や
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話

で
、
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
27
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

■
定
員
＝
３
５
０
人

■
申
し
込
み
＝
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
に
つ
い
て

は
、
下
記
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
11
月
8
日
ま
で
）

　

来
場
さ
れ
る
場
合
の

予
約
は
不
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

①
定
員
に
な
り
次
第
、
受
け
付
け
を
終

了
し
ま
す
。

②
会
場
で
の
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、
手

指
消
毒
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

③
発
熱
や
風
邪
症
状
な
ど
が
あ
る
場
合

は
参
加
を
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

■
内
容
＝
増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　
増
田

彰
則
先
生
に
よ
る
講
演

［
問
］ 

知 

知
覧
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
３－

58－

７
２
２
１

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 催 し
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■
計
画
内
容
＝
文
化
財
保
護
法
第
百
八
十
三

条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
南
九
州
市

に
お
け
る
文
化
財
の
保
存
お
よ
び
活
用

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、
講
ず
べ
き

措
置
、
そ
の
他
施
策
な
ど
に
つ
い
て
計

画
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地

域
内
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
、
そ
の

可
能
性
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
新
た
な

計
画
書
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法
＝

①
持
参
＝
文
化
財
課 

文
化
財
係

②
郵
送
＝
南
九
州
市
教
育
委
員
会
文
化

財
課
宛
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝

　
０
９
９
３
ー
83
ー
３
０
５
５

④
電
子
メ
ー
ル
＝

　
bunkazai@city.m

inam
ikyushu.lg.jp

※
意
見
提
出
用
紙
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知

覧
お
よ
び
頴
娃
・
知
覧
・
川
辺
庁
舎
の

市
民
生
活
係
（
市
民
係
）
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

［
問
］ 

知 

文
化
財
課 
文
化
財
係

　
☎
０
９
９
３－

83－
４
４
３
3

南
九
州
市
期
日
前
投
票
所
の

投
票
立
会
人
募
集

　
今
後
、
執
行
が
予
定
さ
れ
る
選
挙
の
期

日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格
＝
南
九
州
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
18
歳
以
上
の

方
）

■
従
事
内
容
＝
期
日
前
投
票
が
公
正
・
適

切
に
行
わ
れ
る
よ
う
市
内
の
各
期
日
前

投
票
所
で
の
立
会
い

■
従
事
期
間
＝
選
挙
の
公
示
（
告
示
）
日

の
翌
日
か
ら
選
挙
期
間
の
前
日
ま
で
の

１
日
を
単
位
と
す
る
。

■
従
事
時
間
＝
午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後

８
時
ま
で
（
立
会
時
間
は
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
）

■
場
所
＝
頴
娃
、
知
覧
お
よ
び
川
辺
庁
舎

に
設
置
さ
れ
る
い
ず
れ
か
の
期
日
前
投

票
所

■
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償

　
◎
日
額
報
酬
：
９
６
０
０
円
（
※
源
泉

　
　
徴
収
税
額
13
円
を
含
む
）

　
◎
費
用
弁
償
： 

５
０
０
円

※
金
額
に
つ
い
て
は
、
年
度
ご
と
に
変
更

　
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法
＝
南
九
州
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
「
期
日
前
投

票
立
会
人
登
録
申
込
書
」
を
持
参
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

［
問
］ 

知 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

「
お
茶
の
名
所
と

　
寺
跡
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」

　
南
九
州
市
内
の
お
茶
に
ま
つ
わ
る
史
跡

や
代
表
的
な
寺
跡
を
ま
わ
る
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
３
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
集
合
場
所
＝
知
覧
平
和
公
園
駐
車
場

■
募
集
人
員
＝
30
人

■
参
加
費
＝
無
料

［
問
］ 

知 
文
化
財
課 

文
化
財
係

　
☎
０
９
９
３－
83－

４
４
３
3

お
隣
の
国　
韓
国
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

　
県
の
国
際
交
流
員
（
韓
国
出

身
）
に
よ
る
文
化
紹
介
と
料
理

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
１
時
（
文
化
紹
介
１
時
間
、
料
理

講
座
２
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

■
場
所
＝
知
覧
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
＝
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
11
月
18
日
午
後
５
時

ま
で
）

■
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
未
就
学
児
は
無

料
）

［
問
］ 

知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

協
働
推
進
係

地
雷
撤
去
の
た
め
書
き
損
じ

は
が
き
を
集
め
て
い
ま
す

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
を
無
く
す
為
、

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
な
ど
を
集
め
て
換
金
し
、

地
雷
撤
去
団
体
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
は
が
き
2
～
3
枚
で
1
㎡
の
地
雷
撤
去

費
用
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
品
＝
書
き
損
じ
・
未
使
用
は
が
き
、

未
使
用
切
手
、
未
使
用
テ
レ
カ
、
Ｑ
Ｕ

Ｏ
カ
ー
ド
な
ど

■
期
間
＝
令
和
５
年
３
月
31
日
必
着

■
送
付
先
＝

　
〒
８
１
４－

０
０
０
２　
福
岡
市
早
良

区
西
新
１-

７-

10-

７
０
２
0

　
（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
宛

　
☎
０
９
２-

８
３
３-

７
５
７
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

「
南
九
州
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
」

■
募
集
期
間
＝
11
月
1
日
（
火
） 

か
ら

　
11
月
30
日
（
水
） 

ま
で

■
計
画
案
＝
南
九
州
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画

※
計
画
案
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
お
よ

び
頴
娃
・
知
覧
・
川
辺
庁
舎
の
市
民
生

活
係
（
市
民
係
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

募　
集

南
九
州
市
二
十
歳
の
つ
ど
い
の

開
催

■
日
時
＝
令
和
５
年
１
月
３
日

（
火
）
午
後
１
時
～
１
時
25
分

　
※
終
了
後
に
記
念
撮
影
を
行

い
ま
す
。

■
会
場
＝
知
覧
文
化
会
館

■
対
象
＝
平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
平
成
21
年
4

月
1
日
以
降
南
九
州
市
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
当
日
の
会
場
へ
の
入

場
は
本
人
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
ラ
イ
ブ
配
信
有
り
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
っ
て
は
、
実
行
委
員
だ
け
で

式
典
を
行
い
ラ
イ
ブ
配
信
の
み
に
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

交
通
費
や
衣
装
レ
ン
タ
ル
費
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
な
ど
の
補
償
は
い
た
し
か
ね
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

川 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

くらしのインフォメーション催 し 募 集
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11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す

　

「
も
し
か
し
て
？
」

　
た
め
ら
わ
な
い
で
！

　
　
　
　
　
　
１い
ち
は
や
く

８
９

　
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
「
１
８
９
番
」

へ
（
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
5
箇
条

１
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連

絡
２
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

３
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

４
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

５
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う

る
　
子
ど
も
虐
待
を
防
止
し
、
虐
待
の
な
い

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

［
問
］ 

川 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

11
月
12
日
～
25
日
は「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
で
す

　

暴
力
は
、
親
し
い
間
柄
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
ど
ん
な
場

合
で
あ
っ
て
も
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
性
犯
罪・

性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
重
大

な
人
権
侵
害
で
す
。

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴
力
に
悩

ん
で
い
る
方
は
、
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

「
♯
８
０
８
８
（
は
れ
れ
ば
）」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
相
談
が
難
し
い
場
合
は
、

メ
ー
ル
・
チ
ャ
ッ
ト
相
談
が
で
き
る

「
Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）」
へ
。

　
☎
０
１
２
０
ー
２つ

な

ぐ
７
９
ー
８は

や

く
８
９

　
（
24
時
間
受
付
）

［
問
］ 

知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・
協

働
推
進
係

２
０
２
３（
令
和
５
）
年
版

　
県
民
手
帳
の
販
売

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

機
能
と
合
わ
せ
て
、

鹿
児
島
の
情
報
が

ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ

た
実
用
的
な
一
冊

で
す
。
鹿
児
島
の

風
景
を
写
真
付
き

で
紹
介
の
ほ
か
、
県
内
4
施
設
の
割
引
パ

ス
ポ
ー
ト
も
付
い
て
い
ま
す
。
購
入
希
望

者
は
、
担
当
係
ま
た
は
お
近
く
の
書
店
、

コ
ン
ビ
ニ
（
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー

ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
）
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

企
画
課 

広
報
統
計
係

お
知
ら
せ

県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
の
募
集
に
つ
い
て

　
吹
上
高
等
技
術
専
門
校
は
、
職
業
能
力

開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て

い
る
県
立
の
職
業
能
力
開
発
校
で
す
。
現

在
、
令
和
５
年
度
入
校
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
科
目
＝
自
動
車
工
学
科
・
機
械
整

備
科
・
金
属
加
工
科

■
訓
練
期
間
＝
自
動
車
工
学
科
・
金
属
加

工
科
２
年　
機
械
整
備
科
１
年

■
試
験
日
程
＝
11
月
か
ら
３
月
ま
で
月
１

回
一
般
選
考
試
験
を
実
施
。
最
終
締
切

日
は
令
和
５
年
２
月
27
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
選
考
方
法
＝
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

※
詳
し
く
は
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校　

☎
０
９
９－

２
９
６－

２
０
５
０

「
介
護
の
入
門
的
研
修
」

　
受
講
者
募
集
！■受

講
料
＝
無
料

■
募
集
人
数
＝
20
人

（
先
着
順
）

■
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
＝
３
日
間
（
21
時
間
）

の
研
修
受
講
で
介
護
の
基
本
や
介
護
の

現
場
に
お
い
て
理
解
し
て
お
く
べ
き
必

要
な
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。
３
日

間
の
全
て
の
講
座
を
修
了
す
る
と
、
実

務
者
研
修
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
お

よ
び
生
活
援
助
従
事
者
研
修
課
程
の
一

部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
受
講
者
に
は
鹿
児
島
県
知
事
名
の
修
了

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

「ＤＶ相談＋」

■
研
修
場
所
＝
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は

な
館

■
日
程
＝
１
日
目　
12
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
２
日
目　
12
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
３
日
目　
12
月
24
日
（
土
）

■
申
込
締
切
＝
12
月
1
日
（
木
）

■
申
込
方
法
＝
川
辺
庁
舎
介
護
保
険
係
ま

た
は
知
覧
支
所
・
頴
娃
支
所
福
祉
係

の
窓
口
に
あ
る
受
講
申
込
書
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
鹿
児
島
県

社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
鹿
児
島
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

［
問
］ 

社
会
福
祉
法
人
鹿
児
島
県
社
会
福

祉
協
議
会 

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
ー
２
５
８－

７
８
８
８

　
FAX
０
９
９
ー
２
５
０－

９
３
６
３

【問い合わせ先】
自衛隊知覧分駐所　☎ 0993-83-1811

■種目＝自衛官候補生
　　　　陸上自衛隊高等工科学校生徒

募 集頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 お知らせ
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④
苦
土
、
マ
ン
ガ
ン
、
そ
の
他
ホ
ウ
素
な

ど
の
微
量
要
素
は
作
物
の
生
育
に
役
立

ち
ま
す
。

【
施
し
方
】

①
10
ア
ー
ル
当
た
り
年
1
回
２
０
０
～

３
０
０
㎏
投
入
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。

②
農
閑
期
を
利
用
し
、
田
ん
ぼ
を
す
き
起

こ
す
前
に
散
布
む
ら
が
出
来
な
い
よ
う

に
均
一
に
全
面
散
布
す
る
。

※
農
業
公
社
で
は
、
毎
年
１
月
に
ケ
イ
テ

ツ
の
集
団
散
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

集
団
散
布
料
金
２
７
５
０
円
＋
資
材
代

(

ケ
イ
テ
ツ
は
受
託
面
積
分
を
ま
と
め

て
公
社
で
注
文
し
ま
す
）
希
望
す
る
方

は
、
農
業
公
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

［
問
］
川 

公
益
社
団
法
人 

南
九
州
市
農

業
公
社（
南
九
州
市
役
所
川
辺
庁
舎
内
）

防
空
壕
に
ご
注
意
を

　
防
空
壕
の
中
は
、
崩
落
の
危

険
や
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る

な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
危
険
な
防
空
壕
に
つ
い
て
は
、
市
に
お

い
て
も
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
防
空
壕
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
な

ら
な
い
よ
う
地
域
で
見
守
り
、
気
付
い
た

時
は
注
意
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
に
危
険
な
防
空
壕
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
担
当
係
ま
で
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

［
問
］ 

知 

都
市
政
策
課 

都
市
計
画
係

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月

間
で
す　

市
で
は
こ
の
期
間
、
県
や
警

察
と
連
携
し
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
不
法
投
棄
に
厳
正

に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
罰
則

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
併
科

さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
一
人
一
人
が「
不

法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け

た
ら
す
ぐ
電
話
を
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、

不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

［
問
］ 

川 

市
民
生
活
課 

生
活
衛
生
係

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
ご
み
の
焼
却
（
屋
外
焼
却
）

は
、
例
外
を
除
き
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
付
く
」、「
部

屋
の
換
気
を
し
た
い
が
、
近
く
で
た
き
火

を
し
て
い
る
と
煙
が
入
っ
て
き
て
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
」
な
ど
多
く
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
燃
や
す
と
煙
や
悪
臭
に
よ
る
住

民
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
環
境
の
悪
化
を
ま
ね

く
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど

の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

違
反
者
に
は
罰
金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
は
燃
や
さ
な
い
で
、
指
定
さ
れ
た

日
に
正
し
く
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
益
上
・
社
会
の
慣
習
上
や
む
を
得
な

い
も
の
、
周
辺
地
域
へ
の
生
活
環
境
に

与
え
る
影
響
が
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は

焼
却
禁
止
の
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
生
活
環
境
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
野
焼
き
と
は

　
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使
用
し
て
の
焼
却
、

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク

を
囲
ん
だ
り
し
て
の
焼
却
な
ど
。

◎
例
外
と
は

　
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

草
木
な
ど
の
焼
却
、
鬼
火
焚
き
な
ど
の
風

俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う

た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
、
た
き
火

そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の
な
ど
。

［
問
］ 

川 
市
民
生
活
課 

生
活
衛
生
係

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
そ
う

　
農
業
機
械
を
扱
う
時
は
、事
前
の
点
検・

整
備
を
徹
底
し
、
余
裕
を
持
っ
た
作
業
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
啓
発
事
項

・
管
理
機
械
や
ト
ラ
ッ
ク
が
余
裕
を
持
っ

て
作
業
で
き
る
よ
う
十
分
な
枕
地
を
設

け
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着

し
、
運
転
時
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
徹
底
し
よ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
装
着
し
て
公

道
を
走
行
す
る
際
は
、
灯
火
器
を
設
置

し
て
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
よ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
が
走
行
す
る
た
め
に
十
分

な
道
幅
を
確
保
し
よ
う
。

・
機
械
の
詰
ま
り
を
取
り
除
く
際
は
、
機

械
の
動
作
停
止
を
確
認
し
て
か
ら
取
り

除
こ
う
。

・
農
業
機
械
の
定
期
的
な
点
検
・
整
備
を

行
い
、
整
備
不
良
に
よ
る
事
故
を
防
ご

う
。

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
う
な
ど
、
熱

中
症
に
気
を
付
け
よ
う
。

［
問
］ 

頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

　
国
は
、
肥
料
価
格
高
騰
に
よ
る
農
業
経

営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に
、
化
学
肥
料

の
施
用
量
を
２
割
低
減
す
る
取
り
組
み
を

行
う
農
業
者
に
対
し
、
肥
料
コ
ス
ト
上
昇

分
の
７
割
を
支
援
す
る
事
業
を
創
設
し
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
肥
料
を
購
入
し
た
Ｊ
Ａ
や

各
販
売
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

お
い
し
い
米
づ
く
り
に
は

　
　
　
　
　
　
　
土
づ
く
り

　
南
九
州
市
農
業
公
社
で
は
、
豊
か
な
稔

り
は
土
づ
く
り
か
ら
の
取
り
組
み
と
し

て
、
水
田
に
ケ
イ
テ
ツ
の
散
布
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

【
特
長
】

①
鉄
は
老
朽
化
水
田
の
硫
化
水
素
に
よ
る

障
害
か
ら
根
を
守
り
稲
の
秋
落
を
防
ぎ

ま
す
。

②
ケ
イ
酸
は
稲
を
丈
夫
に
し
、
ゴ
マ
ハ
ガ

レ
病
、
い
も
ち
病
や
病
害
虫
に
対
す
る

抵
抗
力
を
増
し
ま
す
。

③
石
灰
は
酸
性
土
壌
の
改
善
に
役
立
ち
ま

す
。

くらしのインフォメーションお知らせ
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一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
け
出
が
必
要
で
す

　
次
の
土
地
取
引
面
積
で
土
地
売
買
な
ど

の
契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し
た
場

合
は
、
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
へ
の
届

け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
土
地
取
引
面
積
＝

◯
都
市
計
画
区
域　
５
千
㎡
以
上

◯
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
㎡
以
上

■
届
出
者
＝
土
地
取
得
者
（
買
主
な
ど
）

■
届
出
期
限
＝
契
約
締
結
日
を
含
め
て
２

週
間
以
内

■
提
出
す
る
書
類
＝
土
地
売
買
等
届
出

書
、
位
置
図
（
縮
尺
５
万
分
の
１
以

上
の
地
形
図
）、
周
辺
状
況
図
（
縮
尺

５
千
分
の
１
以
上
の
住
宅
地
図
な
ど
）、

地
籍
図
、
契
約
書
の
写
し
な
ど
。

※
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届

け
出
を
す
る
と
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

企
画
課 

企
画
係

令
和
５
年
度
の
「
裁
判
員
候
補

者
」
ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候

補
者
」
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま

す
。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11

月
中
旬
ご
ろ
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ

の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検
察
審

査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
が
届
き
ま
す
。

　
国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所 

刑

事
部 

裁
判
員
係

　
☎
０
９
９－

２
２
２－

７
１
５
７

　
　
検
察
審
査
員
：
鹿
児
島
検
察
審
査
会

事
務
局

　
☎
０
９
９－

８
０
８－

３
７
１
９

頴
娃
・
川
辺
保
健
セ
ン
タ
ー

開
館
日
の
時
間
短
縮
に
つ
い
て

　
現
在
、
頴
娃
保
健
セ
ン
タ
ー
は
毎
週
水

曜
日
、
川
辺
保
健
セ
ン
タ
ー
は
毎
週
木
曜

日
を
開
館
日
と
し
て
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
１
日
か
ら
開
館
時
間
を
午
前
９
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
に
短
縮
し
ま
す
。

　
時
間
外
で
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
個
別

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
知
覧
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

保
健
セ
ン
タ
ー

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。相
談
に
は
、

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
応

じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
18
日
（
金
）
～
11
月
24
日

（
木
）
ま
で

平
日　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

土・日・祝
日　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

■
相
談
先
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

［
問
］ 

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
９－

２
５
９－

０
６
８
４

11
月
の
悩
み
相
談
室

　

家
庭
や
職
場
、子
育
て
や
介
護
、

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
生
理
の
貧
困
に
関

す
る
こ
と
な
ど
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に

応
じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
日
時
＝
11
月
19
日
（
土
）
午
後
１

時
～
午
後
５
時
（
１
人
50
分
程
度
）

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
申
し
込
み
＝
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
、
完

全
予
約
制
で
す
。

■
予
約
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
☎
０
９
９
３
ー
83
ー
２
５
１
１

　
（
相
談
室
予
約
専
用
内
線
２
２
２
２
）

［
問
］ 

知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

協
働
推
進
係

調
停
手
続
き
無
料
相
談
会

　

予
約
は
不
要
で
、
相

談
者
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容
＝
土
地
建
物
売
買
・
賃
貸
借
、

相　
　
談

交
通
事
故
損
害
賠
償
、
金
銭
貸
借
、
土

地
境
界
、
騒
音
な
ど
民
事
上
の
悩
み
、

婚
姻
・
離
婚
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、
遺

産
相
続
な
ど
の
調
停
手
続
き

■
日
時
＝
11
月
22
日
（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所
＝
山
形
屋
１
号
館
７
階
社
交
室

（
鹿
児
島
市
金
生
町
）

［
問
］ 

鹿
児
島
調
停
協
会

　
　
（
鹿
児
島
家
庭
裁
判
所
内
）

　
☎
０
９
９
ー
８
０
８
ー
３
７
０
６

　
　
（
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
）

※
お
電
話
の
際
は
「
調
停
手
続
無
料
相
談

会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
で
す
」
と
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■
日
時
＝
11
月
26
日

（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分

■
受
付
＝
当
日
、
会
場
で
行
い
ま
す
。

■
会
場
＝
頴
娃
文
化
会
館

■
相
談
内
容
＝
土
地
建
物
の
売
買
・
賃
貸

借
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
、
金
銭
の

貸
借
、
多
重
債
務
、
過
払
い
金
請
求
、

土
地
の
境
界
、
騒
音
な
ど
を
め
ぐ
る
民

事
上
の
も
め
ご
と
あ
る
い
は
、
婚
姻
、

離
婚
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、
扶
養
、
相

続
に
関
す
る
も
め
ご
と
な
ど

■
相
談
員
＝
民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停

委
員

※
相
談
者
の
秘
密
は
、固
く
守
ら
れ
ま
す
。

［
問
］ 

指
宿
調
停
協
会

　
　
（
指
宿
簡
易
裁
判
所
内
）

　
☎
０
９
９
３
ー
22
ー
２
９
０
２
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お
口
の
健
康
を
守
ろ
う
！

　
「
い
い
な
、
い
い
歯
！
」

　
　
無
料
歯
科
健
診
・
相
談

　
南
薩
歯
科
医
師
会
で
は
、「
い

い
な
、
い
い
歯　
無
料
歯
科
健

診
・
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。 

■
日
時
＝
11
月
７
日
（
月
）・
８
日
（
火
）

■
場
所
＝
南
薩
歯
科
医
師
会
会
員
の
各
歯

科
医
院

■
対
象
＝
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
方

■
内
容
＝
歯
の
健
康
相
談
、
歯
ぐ
き
・
歯

周
病
の
相
談
、
歯
な
ら
び
の
相
談
、
入

れ
歯
の
相
談
、
口
腔
が
ん
の
相
談
、
口

腔
粘
膜
疾
患
の
相
談

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
歯
科
医
院
へ
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
診
さ
れ
た
方
に
は
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の

粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
多
数
の
受
診

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
南
薩
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯
科
医
院

《
頴
娃
地
域
》

　
川
平
歯
科
、
黒
岩
歯
科
医
院
、
ひ
ま
わ

り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
友
愛
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

《
知
覧
地
域
》

　
朝
隈
歯
科
医
院
、
い
る
か
歯
科
医
院
、

ク
ロ
ー
バ
ー
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

ひ
し
じ
ま
歯
科
医
院

《
川
辺
地
域
》

　
か
わ
じ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、谷
口
歯
科
、

東
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
深
町
歯
科

医
院
、
藤
崎
歯
科
医
院
、
山
本
歯
科
医

院

　（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として宝くじの事業収入を財源として
コミュニティ助成事業を行っています。
　今年度採択された「手蓑地区公民館」の事業が完了しま
した。
■内容＝アンプ、スピーカー、プロジェクター、発電機な

どの整備
■助成額＝２５０万円
■成果＝地区公民館行事の円滑な運営、各種集会での意見

交換の活発化、各種研修会などでの意識の向上、各種催
しでの親睦および交流などにより、地区公民館の一層の
融和が図られました。

　高田地区公民館では道路・河川愛護作業や地区内の用
排水路・農道整備のためにパワーショベルなどの機械を
購入しました。
　地区内の道路・河川愛護作業も少子高齢化により徐々
に難しくなりつつあり、人口減少対策に資する活動とし
て「令和 4 年度市町村振興宝くじ助成事業」で整備した
ものです。
　来年度から本格的に稼働予定で、今年度は機械使用料
などを決めるために試行的に稼働していきます。

市町村振興宝くじ助成事業で備品を整備しました！

宝くじの助成金で備品を整備しました！

　マイナンバーカードの交付や申請をサポートするため、夜間お
よび日曜開庁による臨時窓口を開設します。平日の開庁時間に市
役所へ行くことが難しい方は、ぜひこの機会にご利用ください。
■開設日時：開庁日の毎週木曜日　午後５時 15 分～午後 7 時
　　　　　　11月13日（日）午前８時30分～正午
　　　　　　12月11日（日）午前８時30分～正午
■開設場所：頴娃・知覧・川辺庁舎の市民係および市民生活係
※カードの受け取りに来られる方は、交付通知のハガキと必要

書類をご持参ください。
※マイナンバーカードに関すること以外は、受け付けられませ

ん。 　［問］川 市民生活課 市民係　頴・知 支所 市民生活係

・すべて無料！（申請・写真撮影・交付）
　※紛失などによる再交付を除く

・申請は最短５分！

マイナポイント第２弾実施中！
最大20,000円分のマイナポイントがもらえます!

マイナンバーカードがあれば、
住民票の写し・印鑑登録証明書・所得

（課税）証明書をコンビニで取得できます！

夜間および日曜開庁でマイナンバーカードの交付や申請をサポートします！

いつでも

どこでも

早くて便
利！

相 談 くらしのインフォメーションお知らせ
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　消費税の仕入税額控除の方式として「適格請求書等保存方式」（いわゆる「インボイス制度」）が令和５
年 10 月１日から導入され、令和３年 10 月１日から適格請求書発行事業者の登録申請の受け付けが始まり
ました。
　適格請求書等保存方式とは、買手が、仕入れに係る消費税額について、仕入税額控除の適用を受けるた
めには、原則として、売手の事業者から交付を受けた「適格請求書（いわゆるインボイス）」などの保存を
必要とする制度です。
　税務署では、「インボイス制度の概要に関する説明会」を開催します。
　制度概要の説明後、引き続き登録申請手続きの方法をご説明した上で、実際の手続きを職員がサポート
させていただく時間（登録申請相談会）を設けておりますので、手続きにご不明な点がある方は、ぜひご
参加ください。
　適格請求書等保存方式に関する詳しい情報は、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）内の熊
本国税局コーナーをご覧ください。
　なお、適格請求書等保存方式および軽減税率制度に関する一般的なご相談は、専用ダイヤル

（☎ 0120-205-553）で受け付けております。

消費税の適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）の
説明会ならびに登録申請相談会の開催について
　　　～事業者の方は、どなたでも参加できます！～

○参加費用は無料です。
○事前予約制で開催していますので、参加を希望する場合は、知覧税務署法人課税部門
　（電話　0993-83-2414【ダイヤルイン】）までご連絡ください。
○新型コロナウイルス感染症拡大防止に配意した開催としており、今後新型コロナウイルス感染症などの急

激な拡大などによって、開催が中止となる場合もあります。 ［問］ 知覧税務署（☎ 0993-83-2414）

定　　員：15 人※申し込み多数の場合は抽選　　会場：PACBO（多目的室）
参加条件：テレワークを始めようと思っている市内在住の方
準 備 物：エクセル、ワード（インストール済みのパソコンをお持ちください）
※インターネットに接続が可能で、パソコンでメールの受信ができること

　オンラインのお仕事で実際に業務として行われているマーケティング手法を実践的に学びます。
　また、フリーで活躍するライターさんを講師に迎えてオンラインでお仕事するために
　幅広く役立つライティングの基本から実際にお仕事を獲得する方法までを学びます。

「自分らしく」働きたいあなたを応援！

時間/10:00～12:00　受講料/無料
申込締切/11月11日（金）

実践編
●１回目 11月18日（金）
　【フォームマーケティング】
●２回目 11月25日（金）
　【テレマーケティング】
●３回目 12月 2日（金）
　【ライティング１】
●４回目 12月 9日（金）
　【ライティング２】

講師：三瓶希恵
【１回目】

講師：堺谷沙也香
【２回目】

講師：勅使河原寛子
【４回目】

右記申し込み
フォームからお申
し込みください。

講師：窪田篤
【３回目】

開催日時
定員 要事前予約 開催場所

月日 時間

10月26日
（水） インボイス制度説明会

13:30 ～ 14:30
登録申請相談会
14:30 ～ 15:30

12 人 10 月 21 日（金）17 時まで
南九州市知覧町郡 6212 番地

知覧税務署　１階会議室

・定員に達し次第、締め切りとさせ
ていただきます。

・インボイス制度説明会のみの参加
も可能です。

11月29日
（火） 12 人 11 月 24 日（木）17 時まで

12月14日
（水） 12 人 12 月９日（金）17 時まで

相 談頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 お知らせ
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５歳児歯科健診で

（順不同）
むし歯ゼロでした!!

今村　旺
お う し ろ う

士郎ちゃん

佃　希
の あ

愛ちゃん

古田　玲
れ お な

奈ちゃん

菱田　季
き ほ

穂ちゃん

宿里　星
せ い た

太ちゃん岩﨑　凛
り く

久ちゃん 清藤　昴
すばる

ちゃん駒水　優
ゆ う し ん

生進ちゃん

吉崎　世
せ な

夏ちゃん 古市　夏
か の ん

暖ちゃん 高吉　陽
ひ な た

向ちゃん 松下　杏
あん

ちゃん 大原　弐
に こ た

虎太ちゃん

◎頴娃地域

赤﨑　永
と き

基ちゃん

長友　蓮
れ ん な

凪ちゃん川崎　煌
こ う や

弥ちゃん 福永　凛
り の

乃ちゃん 柚木　湊
み な と

翔ちゃん折尾　朋
と も か

加ちゃん 伊藤　ひまりちゃん

五反田　歩
あ み る

瞳ちゃん月野　晴
は る な

菜ちゃん 小浦　真
まこと

ちゃん臼井　七
な る

琉ちゃん 小宮　結
い と

糸ちゃん加覽　日
ひ な

菜ちゃん

◎知覧地域

折田　芽
め い

依ちゃん

◎川辺地域

藤田　清
きょうか

愛ちゃん中礼　海
う み か

花ちゃん 日高　琉
りゅうしろう

士郎ちゃん石井　亜
あ こ

胡ちゃん

米山　勝
しょうらん

蘭ちゃん

中村　理
り ひ と

仁ちゃん

有薗　友
ゆ う き

貴ちゃん 篭原　美
み く も

雲ちゃん 枦木　勇
ゆ う き

樹ちゃん

摺木　颯
さ つ き

希ちゃん

有薗　尚
な お き

希ちゃん
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年金だより

※年金相談は、完全予約制のため、事前に、鹿児島南年
金事務所へ予約してください。その際、基礎年金番号
を尋ねられますので、年金手帳や年金証書などの番号
がわかる書類をお手元にご準備ください。

［問］川 市民生活課 市民係　頴・知 支所 市民生活係
鹿児島南年金事務所　☎ 099-251-3111　　日本年金機構ホームページ　　https://www.nenkin.go.jp/

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

　〇11月10日(木)　南さつま市民会館　第１会議室
　〇11月17日(木)　指宿市役所　第１会議室
　〇11月24日(木)　枕崎市民会館　１階和室
　※相談時間は各会場、午前10時～午後３時

移動年金相談所

　日本年金機構から、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が対象者宛に発送されます。お手元に届きましたら、
大事に保管し、年末調整や確定申告の際に使用してください。
　送付スケジュールは次のとおりです。

（高齢者の）ながら見守り・お隣さん見守り

※問い合わせ先　川 長寿介護課　地域包括ケア係（☎ 0993-56-1111）

発送時期 対象者

① 令和４年 10 月下旬から 11 月上旬
にかけて順次発送

令和４年１月１日から令和４年９月 30 日までの間に国民年金保険
料を納付された方

② 令和５年２月上旬 令和４年 10 月１日から令和４年 12 月 31 日までの間に国民年金
保険料を納付された方（①の対象者は除きます）

　「老若男女誰でもすぐ収入が得られる」
というメールマガジンを見つけ、約30万
円で情報商材とソフトウエアを購入した
が、ソフトウエアが起動せず、収入が得
られない。苦情を伝えると月収1千万円
を得られるという上位のコースを勧められ
た。「必ずフォローする」「代金50万円を
半額にする」と強引に誘われ、断り切れ
ず契約したが、その後連絡はなく、全く
フォローもない。 （60 歳代　女性）

●副業や投資などで高額収入を得るためのノウハウなどと称してインター
ネットなどで販売されている情報のことを「情報商材」と言います。

●広告などをきっかけに、簡単に収入が得られると信じて契約したものの、
広告や説明と違って収入が得られないという相談が多数寄せられていま
す。情報商材をきっかけにソフトウエアやコンサルティングなどを契約
させられるケースもあるので注意が必要です。

●不安に思ったときは、早めにお住まいの自治体の消費生活センターなど
にご相談ください（消費者ホットライン188）。

［問］ 南九州市消費生活センター（知 商工観光課内）

簡単に高額収入を得られません
「情報商材」のトラブル

意識して、気にかけていると、気づくことが多くあります。
できる範囲で、無理なく、地域の中で「ながら見守り」「お隣さん見守り」から始めてみませんか？

気にかける見守りポイント（外からみて）

気になる人がいる場合はどうしたらいい？

気にかける見守りポイント（会ってみて）
○昼間でも電気がついたままになっている。
○何日も同じ洗濯物が干したままになっている。
○郵便受けに新聞や郵便物がたまっている。
○家に閉じこもってほとんど外に出てこない。

○自治会長や民生委員に相談してみる。
○隣近所で見守りをしている時は、ご家族や親しい人

に連絡ができる場合は伝えてみる。
○地域包括支援センターや高齢者福祉係に連絡する。
（☎ 0993 ｰ 56 ｰ 1111）

○顔色が悪く、具合が悪そうに見える。急にやせてきた
ような気がする。

○髪や服装が乱れている。季節に合わない服を着ている。
○話がかみあわなくなった、同じ話を何回もするように

なった。
○今まで挨拶していたのにしなくなった。

　なお、ご家族（配偶者やお子さまなど）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合は、ご自身の国民年金保険
料に加え、その保険料についても控除が受けられます。
　国民年金制度は、税法上とても有利なだけではなく、老後はもちろん不慮の事故など、万一のときにも心強い味方と
なる制度です。保険料は納め忘れのないよう、きちんと納めましょう！

【問い合わせ先】　ねんきん加入者ダイヤル　（ナビダイヤル）0570 － 003 － 004
　　　　　　　　　※ 050 から始まる電話の場合は、（東京）03 － 6630 － 2525

普段からお付き合いのある方は
「いつもと違う！」が見守りの
ポイントです

シリーズ介護予防
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月 差し押さえを
実施した件数

内　　　　　　　　　訳 捜索
預貯金 給与 保険 不動産 その他

４月～８月 67 51 6 9 0 1 0

滞納 ⇒『０』

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんとの公平性を確保
するため、滞納処分を強化し、滞納の解消に取り組んでいます。
◎ 納税に関する相談　失業・病気などにより一度に納税することが困

難な方や収入がない方は、随時、納税相談を受け付けています。
［問］ 頴 収納対策課  収納対策係

ストップ

◆ 10月の税金は
　市県民税３期、国民健康保険税６期（普通徴収）、介護保険
料６期（普通徴収）、後期高齢者医療保険料６期（普通徴収）
です。口座振替を利用している方の振替日は、10月24日 (再
振替 11月 7日 )です。事前に残高確認をお忘れなく!

［問］ 頴 税務課 市民税係　知 ・ 川 支所 税務係

令和４年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数 （件）

受け付けを、10月24日（月）～11月4日（金）
に行います。
※詳しくは、市ホームページをご覧になるか、
　担当係へお問い合わせください。

［問］ 知 都市政策課  市営住宅係

●市営住宅の入居者募集

●日曜・祝日水道修繕当番店（11 月）

日曜・祝日にご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい場合は、
当番店を確認してご連絡ください。

川辺地域 知覧地域 頴娃地域

（株）前野設備 松久保設備 川﨑水道

（会社）56-5800
（自宅）56-1336 83-3290 38-1346

　
認
知
症
の
方
、
そ
の
ご
家
族
の
方
が
、
気
軽
に
相

談
で
き
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

～
選
考
メ
ン
バ
ー
か
ら
～

　

優
し
く
見
守
っ
て
い
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
「
い
と
お
し
い
」
と
言
う
言
葉
が
い
い
で
す
ね
。

短
　
歌

【
頴
娃
歌
会
】

渋
柿
は
た
わ
わ
に
赤
く
甘
柿
に

　

人
間
顔
負
け
カ
ラ
ス
が
群
れ
る

飯
山　

美
紀
子

「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
立
ち
上
ぐ
腰
に
感
謝
し
て

　

足
で
歩
め
る
幸
せ
か
み
し
む郡山　

セ
ツ
子

【
知
覧
短
歌
会
】

ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
香
広
ご
る
わ
が
庭
に

　

ま
だ
ま
だ
暑
し
と
聞
く
蝉
の
歌山口　

和
恵

枯
山
水
に
鶏
頭
の
花
の
咲
き
乱
れ

　

初
秋
の
訪
れ
さ
さ
や
き
い
た
り菊永　

玲
子

俳
　
句

【
広
瀬
川
句
会
】

リ
ビ
ン
グ
の
日
が
な
回
る
や
扇
風
機

長
井　

長
子

ほ
じ
ょ
犬
の
澄
ん
だ
瞳
に
映
る
秋福永　

純
子

認
知
症
川
柳
コ
ー
ナ
ー

【
家
族
編
】

も
の
忘
れ

　
　

し
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
ぬ
夫

　
　
　
　
　
　
　

い
と
お
し
い�

（
80
代
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

9
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　
頴
娃
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

Ｎゴ
ッ
ク

Ｇ
Ｏ
Ｃ 

Ｋキ
ム
Ｉ
Ｍ 
Ｖヴ

ィ
ン

Ｉ
Ｎ
Ｈ　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｃ  

Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｇ  

Ｄ
Ａ
Ｔ

瀬
谷

川　

畑　
　

陽は
る

裕
基

大
川

濱　

田　

徹と
う

真ま

真
也

上
渕

　
知
覧
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

上　

埜　

翠す
い

絃げ
ん

一
輝

新
町

中　

尾　

和わ

香か

晃
作

新
町

　
川
辺
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

岩　

尾　

唯ゆ
い

禾か

拓
弥

天
神
坊

五
反
田　

帆ほ
の

叶か

淳
也

稲
荷
町

有　

村　

颯は
や

力て

裕
二

平
山
六
丁

今　

村　

海み

凪な

斗と

海
騎

下
村

鮫　

島　

玄げ
ん

樹き

博
人

宮
中
福
良

　
管　
　
外

出
生
児

保
護
者

自
治
会

塗　

木　

蘭ら

菜な

翔
太

鹿
児
島
市

天　

野　

結ゆ
い

翔と

陽
介

福
岡
県
福
岡
市

小　

倉　

萌も
え

楓か

佑
太

沖
縄
県
石
垣
市

9
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　
頴
娃
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

里　

中　

サ
チ
子

91

三
俣

　

窪　
　

エ　

ダ

102

望
洋
の
里

滿　

永　
　

伸

85

佃

淵　

田　

ム
ツ
子

88

牧
渕

田　

原　

直　

樹

49

雪
丸

西
牟
田　

光　

治

80

下
出

今　

福　

ノ
ブ
子

93

奥
薗

月　

野　

フ
サ
子

94

矢
越

吉　

﨑　

ハ
ナ
子

91

吉
崎

新　

平　
　

充

91

大
川

上　

村　

ミ　

ヨ

73

大
川

お
く
や
み

小　

原　

千
代
子

81

小
原

竹
之
内　

ヒ　

ナ

93

え
い
秀
峰
園

新
原　
　
　

進

86

只
角

福　

迫　

信　

子

64

只
角

伊
瀨
知　

芳　

人

61

青
戸
中

　
知
覧
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

村　

尾　

弘　

子

78

池
之
河
内

松　

元　

五　

子

94

後
岳
下

　

森　
　

ト
シ
子

94

上
郡

帖　

佐　

伸　

明

83

打
出
口

市　

坪　

の
り
子

73

堤
之
原

三　

宅　

ム　

ツ

92

中
須

三　

宅　

ノ
ブ
子

95

中
須

瀬
戸
山　

ナ
ツ
子

96

迫
瀬
戸
山

櫛
下
町　

淳
一
郎

83

松
村

福　

田　

ヒ
ロ
子

88

横
峯

飯　

野　

義　

男

86

飯
野

浮　

邉　

三
千
夫

91

飯
野

安　

田　

隼　

夫

89

瀬
世
上

門　

園　

俊　

子

91

瀬
世
下

田　

中　

フ　

ク

101

善
通

松　

山　

常　

盛

87

松
山

大　

隣　

正　

弘

78

大
隣

中
木
原　

　

春

84

中
木
原

加
治
佐　

道　

子

83

門
之
浦

永　

澤　

チ　

ミ

92

西
塩
屋

伊
集
院　

多　

枝

89

知
覧
管
内

　
川
辺
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

福　

元　

ハ
ツ
子

96

平
山
中

前　

田　

キ
ミ
子

87

平
山
六
丁

古　

市　

達　

郎

71

古
市

宮　

内　

正　

博

89

永
田
中
福
良

森　

田　

昌　

子

96

上
山
田
中
福
良

土　

喰　

ヱ　

ミ

88

土
喰

庭
月
野　

リ
ヨ
子

90

庭
月
野

　

東　
　

キ
ミ
子

95

本
別
府
大
久
保

有　

村　

ミ
チ
エ

100

上
の
後

砂　

走　

満
須
子

97

今
田
下

宮　

下　

健　

兒

91

宮
下

二
反
田　

政　

己

93

迎
方

八
瀨
尾　

ユ
ミ
子

92

楠
原

上　

野　

政　

志

82

清
水

有　

村　

祥　

郎

81

神
殿
上

吉　

永　

タ　

エ

88

下
里

馬　

塲　
　

登

93

野
間
里

内　

園　

シ
ノ
ブ

94

野
間
里

　
管　
　
外

故
　
人

年
齢

市
区
町
村

戸　

破　

博　

之

87

鹿
児
島
市

倉　

村　

タ　

ツ

84

鹿
児
島
市

髙　

柳　

武　

彦

80

福
岡
県
北
九
州
市
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読書大好き！「夢 ひろがる」

図書館
http://lib-minamikyushu.jp/

だより
オススメの本

『食べるお茶のススメ
緑茶葉パワーで健康に！』
編　著/梁川　正
出版社/クリエイツかもがわ
　「お茶のチカラ」や、お茶を飲む
だけでなく食べるための「お茶を
使ったレシピ」などを紹介！
　手軽においしく健康の維持・増
進につながります。

お　知　ら　せ

「郷土に学び・育む青少年運動」強調月間
11月１日～11月30日

　　南九州市青少年育成キャッチフレーズ

「青少年育成の日」
毎月第3土曜日

☆保護者や地域の大人が、子ども
のよき手本となる行動・活動を実
践し、モラルやルールなどの順守
など社会規範の意識高揚に努めま
しょう。

「家庭の日」
毎月第3日曜日

☆ペアレンタルコントロールなど
によるインターネット利用に係る
子どもの犯罪被害などを防止しま
しょう。

○ 気持ちのよいあいさつと返
事をしよう！

○ 地域の行事に参加しよう！
○ 家の手伝いや読書をしよう！

「 共 通 実 践 事 項 」

地域とともにある魅力がいっぱいの学校
「家庭教育支援リーフレット」より

11 月 の 休 館 日
知覧図書館 ☎0993-83-4939 ㊡月曜　16日（水）
頴娃図書館 ☎0993-27-3311 ㊡火曜　17日（木）
川辺図書室 ☎0993-58-3215 ㊡火曜　17日（木）
※3日（木）と23日（水）の祝日は、全館開館しています。

☆川辺図書室☆
●リサイクル市
　期間：11 月 2 日（水）～ 11 月 30 日（水）
　対象雑誌：2020 年 4 月～ 2021 年 3 月

※ 11 月 2 日（水）～ 11 月 14 日（月）までは南九州市
在住の方、6 冊まで。（1 タイトル 2 冊まで）

※ 11 月 16 日（水）～ 11 月 30 日（水）はどなたでも、
何冊でも可。

今月は「勝目小学校」の読書活動を紹介します。
１　必読書の設定

　教科書で紹介されている本を中心
に、小学生の内に読んでほしい本を
低中高各 20 冊設定しています。

２　緑陰読書
　１学期終業式の日に各教室で実施
しました。図書委員会が、読書に興
味をもってもらえるようタブレット
を使って、楽しい本を読み聞かせし
ました。

３　読書ビンゴ
　25 マスに振り分けられたさまざま
な分野の本を読み、１ビンゴするた
びに、シールかしおりがもらえます。

４　家読（うちどく）
　より多くの人に読書に取り組んで
もらうために、毎月、図書委員会が、
おすすめの書名やポイントなどを「家
読シート」に書いています。おかげで、
読書数がさらに増えてきました。

カヌーを楽しむ清水小の児童
～地域学校協働活動～

☆頴娃図書館☆
●おはなし会スペシャル

　日時：11 月 5 日（土）10：00 ～ 10：30
　場所：頴娃図書館　小会議室
　定員：10 人（要申し込み）
　ジュニア・リーダークラブえい「からいも会」の中高
生が読み聞かせをしてくれます。ぜひ、ご参加ください。

☆頴娃図書館・知覧図書館☆
● My しおりを作ろう！

　期間：10 月 27 日（木）～ 11 月 9 日（水）
☆南九州市立図書館共通☆
●しおりプレゼント

　秋の読書週間：10 月 27 日（木）～ 11 月 9 日（水）
　南九州市立図書館では、期間中に本を借りてくださっ
た方に、手づくりしおりをプレゼントします。

　清水地区の懐かしい写真や最近撮った写真を
募集しています。入選した方には、特産品や
どんどん亭の食事券をお贈りいたします。
　応募締め切り日　　令和４年 12月 23日（金）
　詳しくは、ホームページ（kiyomizu.kagoshima.jp）をご覧いただくか、
清水地区公民館　℡ /fax　0993-78-3092 にお問い合わせください。

旧清水小学校

岩屋公園桜の屋形

地区公民館情報①

20広報令和４年 10月号



街 探偵
かと

おたより
まってますお手数ですが

63 円切手を
お貼りください

20 3 9798
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　　　　　歳
広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課 行

　広報紙を読んだ感想、取り上げてほ
しい記事、最近笑ったこと、身近な話
題などなど、何でもけっこうですので、
おたよりをお寄せください。
　63 円切手を貼ってポストから郵送
するか、市役所の各庁舎に設置してあ
る『ご意見箱』へご投函ください。
　また、ご提言やアイデアなど皆さま
の声も『ご意見箱』にお寄せください。

➡点線に沿って切り取って
　ください。
　（官製はがきでも可）

File.126
　新型コロナウイルス感染症の影響で生活様式が変わり、数年が経ちました。働き方も変化しつつあり、情報通信技
術を活用しながら場所を固定せず共有して働くコワーキングというワークスタイルが増えています。今回は、今年の４月、
５月にオープンした施設を紹介します。どの施設も Wi-Fi 完備でカフェやレストランなどを併設しています。

コワーキングスペース
～新しい働くかたち～

21 広報 令和４年 10月号

　各コーナーごとで仕事の ON/OFF
が切り替えられるように視界を遮っ
たブース席や２人でも使えるボック
ス席、気軽にコミュニケーションを
とれる共有スペースなどがあります。

ポイント！ 月契約だけでなく、30
分単位で予約可能。ちょっとした勉
強や打ち合わせにも。

所在地：知覧町郡 17859 番地 1 階
時　間：午前９時～午後７時
定休日：木曜

　ワークスペースはコワーキングス
ペース、会議室、多目的ルームがあ
ります。ふらっと立ち寄ったり月額
で利用したり、多様な働き方に対応
しています。

ポイント！ 多目的ルームは 30 人
程度収容でき、ワークショップなどで
も使用可能です。

所在地：川辺町平山 6978 番地
時　間：office 午前10時～午後6時
定休日：木曜

　清水岩屋公園内にあるサクラノヤ
カタ２階のギャラリースペースがリ
ニューアルしてワークスペースにな
りました。展望所からは磨崖仏を見
ることもできます。

ポイント！ 椅子や机は、キャンプ
用品でデザインされており、一味違っ
た環境で過ごせます。

所在地：川辺町清水 3882 番地
　　　　岩屋公園内サクラノヤカタ2階
時　間：午前 10 時～午後 5 時
定休日：月、火曜、不定休

コワーキングスペース 共有スペース コワーキングスペース

379WORK TERMINAL PACBO
（ミナキューワークターミナルパクボ） ワークサイトかぐやTANOKAMI　STATION

（タノカミステーション）

※異なる職業や仕事を持った人たちが集まる共用の
作業場のこと



おたより
まってます

◆ 広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題などお書き
ください。（広報紙で紹介させていただく場合がありますので、ご了承ください）

南九州市の情報は、ホームページから
でもご覧になれます。
ホームページ
https://www.city.minamikyushu.lg.jp/
またはモバイルサイト

スマートフォンやタブレットからも、
南九州市の情報をご覧いただけます。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

◆読者アンケート
　10 月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号３つに○印をつけてください。
　１　未来に向けて　　　　　２　まちの話題　　　　　　　３　行政情報
　４　むし歯ゼロでした‼　　５　お誕生・おくやみ　　　　６　図書館だより
　７　街かど探偵　　　　　　８　プレゼント・おたより　　９　くらしのカレンダー

お
た
よ
り

広報紙を読んだ感想、身近な話題など『おたより』を
南九州市ホームページ

（https://www.city.minamikyushu.lg.jp/）の
広報紙ページを選んで入力してください。

南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お

た
よ
り
や
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ 

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

９
月
に
知
覧
平
和
公
園
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ホ
タ
ル
食
堂
と
武

家
屋
敷
方
面
に
向
か
う
予
定
で
し
た

が
、
迷
子
に
な
り
ま
し
た
。
途
中
で

ご
婦
人
に
尋
ね
る
と
、
自
動
車
で
現

地
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

穏
や
か
な
空
気
の
中
、
有
意
義
な
旅

を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
動
車
で
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
ご
親
切
な
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

　

９
月
は
認
知
症
に
関
す
る
話
題
が

多
い
で
す
が
、
自
分
が
も
し
な
っ
た

ら
と
考
え
る
人
は
と
て
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
恥
ず
か
し
い
事
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
周
り
に
も
知
ら
せ
て

ほ
し
い
し
、助
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

あ
り
ち
ゃ
ん
）

　

皆
さ
ん
、
お
た
よ
り
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（令和４年 11 月 19 日消印有効）
当選は発送をもってかえさせていただきます。

カフェ・マーリーさん より『マーリー・バケット引換券』
おたよりをくださった方の中から、20 人の方にプレゼント！

　頴娃町瀬平にある、ベーカリー＆カフェです。毎
朝、焼きたてのパンを提供しております。イートイ
ン＆テイクアウトのどちらも利用できます。
　バースデイケーキ、クリスマスケーキのご予約も
受け付け中です。

※プレゼント品を提供いただける方を募集します。企画課広報統計係　☎ 0993-83-2511 

お 詫 び と 訂 正

　広報９月号のお誕生日おめでとうのコーナーで
誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　【誤】若松　咲耶
　【正】若松　咲那

カフェ・マーリー
住　所　南九州市頴娃町郡10455-4　１F
電　話　0993-36-3224
Instagram　cafemarley2017
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【広告に関するお問い合わせ】企画課 広報統計係

3,300 円
（税込み 3,564 円）

『広報 南九州』有料広告募集
　広報南九州に掲載する有料広告を募集しています。
　市内外の企業、事業所のほか個人、団体の広告にも
利用いただけます。
■広告例＝企業などの宣伝広告・求人広告、臨時的な
　　アルバイト募集、商店街などのイベント告知など
■広告掲載規格＝
　・１枠当たり縦85ミリ×横90ミリ
　・１広告当たり２枠を限度とします。
■広告掲載料＝１枠当たり月額１万円（２枠の場合は
　　２万円）
※広告掲載申請書は、市ホームページからダウンロー
　ドできます。

[担当] 知  企画課 広報統計係

23 広報 令和４年 10月号



らく し11月 のカレンダー
点線にそってはさみで切り取り、冷蔵庫やコルクボードなどに貼って空欄に書き込むなど活用してみましょう。
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※色つき文字の病院は所在地が市内にある医療機関です。
※（枕）枕崎市立病院（0993-72-0303）　小児診療（10:00 ～ 17:00）11月6日、13日、20日、27日
※（指）は指宿市、（南）は南さつま市、（枕）は枕崎市にある医療機関です。
※休日当番医は変更になることがあります。県医師会サイトでご確認ください。

県医師会休日当番医

1 1 月 　 日 曜・祝 日 の 当 番 医 ☎市外局番（0993）

3
日 （
木
）

菊野病院 ［整形外科］56-1135
きわきクリニック ［内・神］58-7300

（指）幸南クリニック ［内科］25-6090
（南）宮内クリニック ［内・泌］77-0014
（南）加世田シティー内匠眼科 ［眼科］53-2958
（枕）サザン・リージョン病院［内・外科］72-1351

6
日 （
日
）

かわなべ共立内科 ［内科］56-1100
こだま病院 ［精神内科］56-4111

（指）大重内科 ［内科］34-1003
（南）加世田病院 ［脳・外・内］53-6300
（南）羽牟クリニック ［内科］52-2036
（枕）溝口クリニック ［内科］73-5330
（枕）久木田整形外科病院［整形外科］72-3155
（枕）松山医院 ［耳鼻咽喉科］72-5050

13
日 （
日
）

川辺生協病院 ［消・内・呼・循］56-6111
南九州サザン・クリニック［内・消・胃］83-1312

（指）外村クリニック ［内科］24-3770
（南）神前クリニック ［内科・肛門］52-7771
（南）徳久整形外科 ［整形外科］53-4311
（枕）枕崎市立病院 ［内科］72-0303
（枕）小原病院 ［外科］72-2226
（枕）森産婦人科 ［産婦人科］72-2134

20
日 （
日
）

中村温泉病院 ［神内・内・消・胃］38-0046
（指）橋口医院 ［内科］35-0022
（指）池田診療所 ［外科］26-2101
（南）県立薩南病院 ［外科］53-5300
（南）加藤小児科・内科 ［内・小児］52-2239
（枕）サザン・リージョン病院［内・外科］72-1351

23
日 （
水
）

南薩ケアほすぴたる ［内科］56-1155
（指）幸南クリニック ［内科］25-6090
（南）南さつま中央病院 ［内・外］52-0202
（南）西田医院 ［内科］77-0115
（枕）有山内科 ［内科］72-5811
（枕）久木田整形外科病院［整形外科］72-3155

27
日 （
日
）

松岡救急クリニック ［内・外科］78-3789
（指）福元医院 ［内科］22-3053
（南）加世田病院 ［脳・外・内］53-6300
（南）小山クリニック ［内科］77-2225
（枕）茅野内科医院 ［内科］72-1006
（枕）小原病院 ［外科］72-2226
（枕）ウエルフェア九州病院［精神・心療内科］72-0055

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
育児・健康相談（知覧）
10：00～11：30
知覧保健センター

母子手帳交付（頴娃）
9：30～11：00
頴娃保健センター
行政相談
10：00～13：00
ひまわり館

文化の日
知覧文化祭
9：30～15：00
知覧文化会館
川辺文化祭
10：00～15：00
川辺文化会館

母子手帳交付（川辺）
9：30～11：00
川辺保健センター

調停無料相談会
9：00～17：00
知覧文化会館
全国地紅茶サミット 
in 南九州市
10：00～16：00
知覧平和公園自由
広場

6 7 8 9 10 11 12
全国地紅茶サミット 
in 南九州市
10：00～15：00
知覧平和公園自由
広場

育児・健康相談（頴娃）
10：00～11：30
頴娃保健センター

南九州市あかりの道
標　ちらん灯彩路
17：30～20：30
知覧武家屋敷庭園
一帯

13 14 15 16 17 18 19
かわなべ磨崖仏まつ
りwith農業祭
8:30～16：00
岩屋公園

母子手帳交付（知覧）
9：30～11：00
知覧保健センター
こころの健康相談（要予約）
13：30～16：30
川辺保健センター

育児・健康相談（川辺）
10：00～11：30
川辺保健センター

母子手帳交付（頴娃）
9：30～11：00
頴娃保健センター

行政相談
9：00～12：00
知覧老人福祉センター
心配ごと相談
9：00～12：00
知覧老人福祉センター
母子手帳交付（川辺）
9：30～11：00
川辺保健センター

20 21 22 23 24 25 26
勤労感謝の日
知覧茶マルシェ2022
9：30～15：00
畑の郷 水土利館

調停無料相談会
9：30～12：30
頴娃文化会館

「東日本大震災」から
学ぶ防災講演会
13：30～17：00
頴娃文化会館

27 28 29 30
母子手帳交付（知覧）
9：30～11：00
知覧保健センター

子育て広場（参加自由） 時間：10：00～12：00

■ プッチランド
　11/1、8、22、29（知覧地区公民館）
■ 子育て広場つみき
　11/1（川辺保健センター）
　11/4、11、18、25（地域子育て支援センターつみき）
　11/10（馬事公苑）
　11/22（知覧保健センター）


